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Summary

Usually practitioner of KJ method utilizes paper labels and four-colored ball-point pens to externalize their
thoughts and ideas during the process. The similar approach and method are taken in group KJ lessons. However the
conventional way restricts effective capturing and sharing of outcomes due to the large paper size. Considering merits
of the conventional paper-and-pen approach and the demand for quick sharing of outcomes after the session, we have
designed and implemented a system to digitize the group KJ session not only the outcomes but also detailed creative
work processes. We employ digital pens to capture position and orientation of labels as well as the contents written
on the labels during the session. We confirmed the efficiency of our system from several KJ sessions.

1. は じ め に

アイディアや思いつきを複数の付箋紙や紙片に記録し
ておき，それらを机に並べたり壁に貼り付けたりしなが
ら思考を整理する手法は，川喜田が提唱した KJ法 [川喜
田 70]∗1をはじめ一般的に行われている．こうした紙ラ
ベルの空間配置に基づく思考作業は，

(1) 手作業による直感的な操作が可能である
(2) 2～6名程度の複数のメンバーが同時に参与できる
といった特長をもつため，少人数の創造会議において有
効である．しかし紙ラベルは誰でも自然かつ手軽に操作
できる半面，作業プロセスを詳細に記録しておくことが
難しい．また最終的な紙ラベル空間配置の結果は模造紙
などの台紙に貼り付けるなどして保存されるが，それを
会議参加者に配布したり，後日参照したり再検討しても
らうといった場合においては，再利用可能な状態で電子
データ化されていたほうが便利かつ好都合である．

∗1 KJ法は川喜田研究所の登録商標です．

紙ラベルの空間配置に相当する作業を電子的に行うシ
ステムの研究としては，カード操作ツール KJエディタ
[小山 92]や郡元 (GUNGEN)[Munemori 96,重信 05,由
井薗 04]，D-ABDUCTOR[三末 94]などがある．またイ
ンスピレーションなどの市販パッケージソフトウェアも
多数存在する．これらのシステムを最初から用いて紙ラ
ベルの空間配置に相当する作業を行った場合には，上記
で述べた配布時の問題は解消されると考えられる．しか
しこれらのシステムでは基本的にマウスやキーボード，
タブレット等の操作によって空間配置を行うため，上記
(1) (2)で述べた実物の紙ラベルの高い操作性が失われる．
これまで紙と電子の両方の長所を享受するには，最初に
紙による手作業で行った結果を後日担当者が電子化する
といった作業が必要であるため，担当者の負担となって
いた．
本稿では，実世界での手作業による直感的な紙ラベル

空間配置を自然かつ簡単に電子化するためのデジタルペ
ンを用いる方法を提案する．また我々は提案手法の有効
性を確認するため，それを実現するシステム GKJを開

tsadm-miuramo
第六回 知識創造支援システムシンポジウム (2009年2月26日～28日)

tsadm-miuramo
- 45 -



図 1 デジタルペンとラベル用紙

発した．GKJシステムを用いると，実世界における手作
業の空間配置を，詳細な経緯を含め，再現性および再利
用性の高い状態にて電子データ化できる．また作成した
電子データから再度，紙作業用のラベルセットを簡単に
生成することも可能である．ラベルの空間配置について，
実世界と仮想世界双方をシームレスに行き来できる機能
により，利用者は上記 (1) (2)の紙ベース作業の利点と，
電子化による共有・再利用時の利点を同時に享受できる
ことになり，空間配置に基づく思考作業の円滑化や会議
の効率化が期待できる．

2. 提 案 手 法

提案手法では，アノト方式のデジタルペンと用紙 (図

1)を利用し，従来の紙ラベルへの筆記や，空間配置手作
業の電子化を行う．アノト方式のデジタルペンは，ドッ
トパターンが印刷された特殊な紙 (アノト用紙)上で筆記
した際の座標系列と筆記時刻を電子的に記録・送信する
ことができる特殊なボールペンである．ペン先に赤外線
カメラが内蔵されており，筆記中のドットパターンを高
速に読み取る．これにより，「いつ」「どのペンで」「どの
パターンの紙の」「どこの座標に」筆記が行われたかを正
確に記録することができる．
一般的なアノト方式デジタルペンの使い方としては，

帳票用紙に書かれた手書き筆記データを文字認識し，電
子帳票化するといったものであり，筆記範囲は用紙内に
限定されている．提案手法では，別々のパターンをもつ
複数の用紙をまたぐ筆記を行ったときの特性を，紙ラベ
ルの位置取得や，紙ラベルの階層化 (グループ化，グルー
プ解除)に応用する．

2·1 紙ラベルの位置取得

アノト方式デジタルペンを利用した紙ラベルの位置取
得についての具体的な方式について以下に述べる．

(1) あらかじめ，模造紙サイズの作業台紙と，複数の
紙ラベルをアノト用紙で準備しておく．作業台紙，紙

図 2 複数パターンの用紙をまたいた筆記は分断される

図 3 分断筆記が短時間で行われていた場合は右状態とみなす

図 4 接続点 2点による傾きの検出

図 5 重なり状態の検出

ラベルのパターンには重複しないものを用いる．
(2) 紙ラベル内のみ，もしくは，作業台紙内のみに書
かれたストローク筆記は，従来どおり「手書き文字」
として，そのまま電子筆記データとして記録する．

(3) 「紙ラベルと作業台紙をまたいだストローク筆記」
については，デジタルペン内部では紙ラベル上で行
われた筆記と，作業台紙上で行われた筆記の 2スト
ローク (または 3ストローク)に分断されて処理され
る (図 2)．これらのストロークがほぼ同じ時刻に行
われていた場合，紙ラベル上で最後に認識された座
標と，作業台紙上で最初に認識された座標を用いれ
ば「接続点」が求まるため，作業台紙上における紙
ラベルの位置を特定することができる (図 3)．

(4) 接続点が 2点ある場合は，位置に加えてラベルの
傾きも特定できる (図 4)

(5) 複数の紙ラベルが重なっている場合についても，赤
丸で示した点 (各ラベル毎に 2点)の接続点が取得で
きれば，位置と傾き，および重なり状態を特定でき
る (図 5)．

こうした位置確定のためのストローク操作 (以降「ス
キャン操作」と呼ぶ)により紙ラベルや台紙にボールペン
筆記が残ると作業の支障となるため，クリアファイル等
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図 6 グループ化とグループ解除のジェスチャ

表 1 本提案手法における，デジタルペン筆記の処理方法

ラベルへの筆記 単一のラベル用紙に書かれた筆記
は，そのままラベルへの筆記とみ
なす．

台紙への筆記 台紙用紙に書かれた筆記は，その
まま台紙への筆記とみなす．

ラベルと台紙をまたぐ
筆記

台紙とラベルの位置関係の入力操
作とみなす．

複数ラベルをまたぐ筆
記

ラベルのグループ化/グループ解除
操作とみなす．

の透明シートを被せ，その上からスキャン操作する．な
おデジタルペンに内蔵のカメラは，クリアファイルが間
にあっても紙パターンを正確に読み取ることができる．

2·2 紙ラベルの階層化

我々は上記の手段 (複数の用紙をまたぐ筆記に，別の
意味を与えること)を応用し，さらに KJ法のプロセスを
デジタルペンのみで詳細に電子化できるようにするため，
紙ラベルの階層化 (グループ化，グループ解除)の方法を
考案した．

(1) 「紙ラベルのグループ化」は，KJ法における下位
ラベルを代表する「表札ラベル」から，含めたい下
位ラベル上を経由して，再び表札ラベルに戻る操作
に割り当てる (図 6左)．本操作のメタファとしては，
グループに対する “輪取り” 筆記の手の動きに基づい
ている．

(2) 「グループ解除」は，表札ラベルから，解除した
い下位ラベル上を 1ストロークで払い出すようにす
るジェスチャを用いる (図 6右)．
上記で述べた，デジタルペン筆記を用いた紙ラベル位

置および階層構造の編集方法を表 1にまとめる．

2·3 本方式のメリット

本方式のメリットを以下にまとめる．
(1) デジタルペンとクリアファイルという比較的安価
で扱いやすい道具を使って，紙ラベルの位置情報や
構造化情報など，パソコンを利用して付与するのに
匹敵する高度な編集情報をダイレクトに付与できる
ようになる．デジタルペンは 1本 3万円程度であり，
クリアファイルは 1枚 100円程度である．

(2) 提案手法における「スキャン」や「ジェスチャ」操
作は (パソコンにおけるマウス操作に比べて)直感的
である．筆記や手による配置作業との親和性も高く，
思考を妨げにくい．

(3) 参加者が個別にペンを持っていれば，筆記操作や
スキャン操作を分担しながら行うこともできる．

(4) 電子化されたデータは，個々の紙ラベルを独立し
て扱っているため，移動や再編集といった操作が容
易である．(デジタルカメラやデジタルビデオカメラ
で静止画像または動画像として作業を撮影した場合
は，記録という点では残るが，再利用性に欠ける．)

(5) デジタルペンは無線で筆記情報を送信するため，
複数人での同時多発的作業に適している．

(6) Designer’s Outpostシステム (5章にて後述) の方
式では，複数人が同時に付箋紙を動かした場合に，対
応がとれないという問題がある．しかし提案手法で
は複数人が同時に紙ラベルを移動し，スキャンして
も問題は発生しない．また，システムの構造的にも
提案手法のほうが軽量かつシンプルであり，持ち運
び性に優れているため，さまざまな場面にて運用可
能である．

3. 対象とする作業

本研究が対象とする作業は，KJ法における「点メモ花
火図解」と「KJ法図解」の 2種類のラベル図解作成タス
ク，およびラベル集めタスクである．詳細な手順につい
ては川喜田の著作や三村の論文 [三村 05]に記されている
が，ここでは 2つの図解作成作業の概要について述べる．

3·1 点メモ花火図解

点メモ花火図 (図 7)は，KJ法のラベル集めの前段階と
して，ラベル同士の「類似性」と全体の距離感をあらか
じめ把握するために用いられる．紙ラベルで作成する場
合，中央の「問題意識」あるいは「テーマ」から，放射
状にラベルを配置していく．このとき，類似度が高いラ
ベルは同じ放射線上に配置されるか，近くに配置される．
またそれらは「関係線」で結ばれる．図解作成作業中は，
一時的な関係線の表現として，クリップが用いられるこ
とがある．

3·2 ラ ベ ル 集 め

図 8に，ラベル集め作業を示す．KJ法では，各ラベル
について「相対的により近い」ものを集め，表札ラベル
に含めていく (階層化する)ことによって抽象度を高めて
いく作業を行う．ここで，ラベル集め作業は個人の解釈
によって多少ばらつきが生じる部分であるため，記録に
基づき他人の作業過程と比較することにより対象への理
解や，参加者間の相互理解を深める効果が期待できる．
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図 7 点メモ花火図解

図 8 ラベル集め

3·3 KJ 法 図 解 化

「ラベル集め」終了後，それぞれの「表札ラベル」に
含まれる下位ラベルを展開し，階層的な構造の図解を作
成する (図 9)．この際，階層数や下位ラベルの枚数が多
いと，「島」が予想以上に大きくなるため，互いが重なら
ず，かつ関係性を考慮した最適な空間配置を考えるのは
難しい．「ラベル集め」で電子化した情報を用いて，自動
的に「島」を仮展開することによって，「島」の大きさを
あらかじめイメージし，配置を行うことができる．

図 9 KJ法図解化

4. GKJシステム

デジタルペンを用いたグループ KJ 法支援システム
(GKJ)は，上記で述べた方法により，デジタルペンを用

いて紙ラベルによる手作業を自然に電子化する機能を備
えており，主にグループKJ法作業後に作業プロセスをふ
りかえったり，成果物を電子的に配布・共有しやすいよ
うにすることを目的として構築している．しかし同時に，
デジタルペンによる入力以外にも，マウスやキーボード
を用いたラベル操作も可能としている．その理由は，デ
ジタルペンを用いたセッション後に，成果物を継続的に
追加編集できることが必要不可欠であり，そのためのイ
ンタフェースを整備する必要があったからである．なお
基本的にGKJソフトウェアはペンによる筆記，スキャン
およびジェスチャ操作による入力と，マウスによるラベ
ル操作による入力を常時受け付け，随時表示画面に反映
していく仕組みとなっている．

GKJシステムは Java言語を用いて，Java Web Startで
提供している∗2．図 10に起動時のシステム画面を示す．
図 10では，5名のセッション参加者を想定し，5つの台
紙 (灰色の部分)，その上のラベル用紙 (黄色の部分)を仮
想的に表示している．大きい数字 (01–05)は台紙番号 (=

ペン番号，参加者番号)を示し，その右下の小さい数字
(01)は，筆記転送先ペン番号を示している．筆記転送先
ペン番号は，ペン/台紙毎に自由に設定できる．図 10の
例では，01–05のペン筆記はすべて図解 01に転送し，集
約する設定となっている．これは 5名が 1つの台紙を囲
みながら，共同で作業する際の設定である．学習を目的
としたグループ KJ法セッションでは，途中までグルー
プで作業しながら概略をつかみ，その後個人作業に移行
するといった運営がなされることがある．こうした場合
は，上記の転送設定でグループ作業を行ったあと，黄色
部分の筆記から紙ラベルのセットを印刷して 5人分複製
し，個人作業にスムーズに移行するといったことが可能
である．個人作業では，各参加者がそれぞれのペースで
作業が行える．グループ KJ法の指導者は，図 10におけ
る各台紙を拡大表示しながら，作業の進捗度合や，過去
にさかのぼって作業プロセスを確認することができる．

4·1 デジタルペンを用いる場合の典型的な作業例

デジタルペンを用いる場合の典型的な作業例について
述べる．

(1) 紙ラベルセットを配布し，各参加者に自由に記入
してもらう．黄色のラベル用紙部には，ラベル用紙
に記入した筆記がそのまま表示される．

(2) 記入した紙ラベルを用いて，点メモ花火図解を作
成する．指導者の進行指示に従い，各参加者は自分
が記入したラベルを台紙上に置き，スキャン操作を

∗2 GKJ システムを起動するには，Java6 が導入された
計算機で，http://css.jaist.ac.jp/ ∼miuramo/test/
java/jws/GKJ.jnlp をブラウザで開く．Java Web Startの
機能により，ネットワークに接続していれば，GKJ システ
ムは自動的に最新版にアップデートされる．詳細や使用方
法は http://css.jaist.ac.jp/ ∼miuramo/cgi-bin/
fswiki/wiki.cgi/gkjman を参照．
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図 10 起動時の画面

行う．必要に応じて，新しいラベルを追加で作成し
たり，既存のラベルに説明を追記したりすることも
できる．

(3) 点メモ花火図ができあがったら，多段ピックアッ
プにより代表ラベルを選出する．

(4) 代表ラベルを用いてKJ法のラベル集め (第一段階)

を行う．まず縦横に配置した初期状態でスキャンを
行っておく．内容が「近い」ラベルを寄せる操作を
行うたびに，可能であればスキャンを行う．

(5) 「近い」ラベルに表札をつける．新しい表札ラベ
ルを用意し「近い」ラベルと並べ，輪取りジェスチャ
操作によりグループ化する．グループ化した紙ラベ
ルについては従来と同様にクリップや輪ゴムで束ね
ていく．

(6) 第一段階のラベル集めが終わったら，同様に第二
段階のラベル集めを行う．これを繰り返していく．シ
ステム画面では，図 11のようにラベルがスタック
された状態となる．

図 11 ラベル集めの結果，スタックされたラベル

(7) ラベル集めが終了したら，ラベルの展開と空間配
置に移行するが，デジタルペンを使用したスキャン

やジェスチャはひとまず終了となる．従来の紙環境で
ラベル展開を行う際は，紙ラベルの階層に 4色ボー
ルペンでマーキングしておき，階層構造を見失わな
いように注意深くクリップを外していく．また展開
サイズを予測しながら複数の紙を同時平行移動しな
がら微調整を行っていた．GKJシステムではこの仮
配置作業を劇的に簡易化することができる．図 11の
スタックラベル上で [w] キーを押すと，ラベルの階
層がすべて展開され，表札ラベルをドラッグするだ
けで台紙上に仮配置を行うことができる．これによ
り，どの位置にどの程度のスペースが必要かをあら
かじめ予測しやすくなり，実際の紙配置を行う前に
目安をつけることができる．
電子化されたラベルはデジタルペンの手書き情報に加
えて，テキスト情報を持つことができ，またその表示方式
を選択できる．現在は手書き情報を見ながらテキストを
入力する必要があるが，将来的には手書き文字認識によ
る半自動化したテキスト変換も可能である．図 12に，テ
キストにより清書した図解作成例を示す．図 12における
手書き風輪取り表示は，グループ内ラベル頂点の convex

hullを計算し，その構成点をベジエ曲線により繋ぐこと
で実現している．計算量はそれほど多くないため，ユー
ザのラベルの移動操作に沿ってリアルタイムに形状変更
できる．輪取り上に沿って表示するラベル外テキストは，
ラベル上で [ˆ] キーを押すことで簡単に生成できる．ま
たラベル外テキストのサイズはマウスドラッグにより自
由に変えることができる．
なお図 12ではアウトラインテキストからラベル情報

を読み込んでいる．GKJシステムは，保持しているラベ
ルの階層構造とラベルテキスト情報から，アウトライン
テキストを自動生成する機能も備えている．また図 12で
作成した図解は，PDFファイルとして出力することも可
能である (システム内部では PDF作成ライブラリ iText

を用いている)．
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図 12 GKJシステムで作成した図解 (アウトラインテキスト読み込み機能を用いた後，手動で配置や文字サイズ
調整を行った．アウトラインテキストは文字色および輪取り色を決定するための階層レベル情報を含ん
でいる．本図解の配置・調整にかかった時間は習熟者でおよそ 30分であった．)

4·2 マウスとキーボードを用いる場合の操作方法

グループ KJ法には向かないが，マウスとキーボード
を用いる場合の操作方法について述べる．

(1) (ラベルの新規作成)マウス長押しで円形メニュー
を表示し「新規ラベル作成」を選択する．その後，
キーボードからラベルテキストを入力する．

(2) (ラベルの移動)ラベルはマウス左ボタンでドラッ
グし，移動できる．

(3) (階層構造)ラベルを移動中に，他のラベル上に重
ねた状態で [Shift]キーを押すと，そのラベルの子ラ
ベルになる．

(4) 輪取りモードの変更は [w] キーで行う．それ以外
では 4·1節の (7)で述べた操作が可能である．

4·3 時系列再生によるふりかえりと再編集機能

各スキャンやグループ化によって記録されたラベル操
作情報は，時間とともに保存している．それを再生する
ことにより，過去の任意の時点の状態にさかのぼったり，
過去の時点から再度編集を開始するといった作業が簡単
に行える．
ただし紙ラベルを用いて再編集を行う場合は，印刷に

より紙ラベルセットを準備し，台紙上に配置する必要が
あるため現実的ではない．我々は，現実世界で行ったほ
うが直感的で効果的な操作と，マウスやキーボードを用
いて電子的に行えたほうが効率良い操作があり，それら
を随時選択し，切り替えながら作業が行える点が本GKJ

システムの最大の特長であると考えている．

5. 関 連 研 究

5·1 実世界の付箋紙ベースの発想環境

Klemmerらはリアプロジェクション型壁面ディスプレ
イに貼りつけた付箋紙の筆記内容と位置をカメラによっ
て取得するDesigner’s Outpostを構築している [Klemmer

01]．Outpostシステムでは，筆記内容を取得するために
作業面を高精細に記録する匡体外部のカメラと，付箋紙
の移動を追跡するための匡体内部のカメラを用いている．
著者らもOutpostシステムに類似したシステムとして，
紙ラベルの位置を匡体内部のカメラで取得するテーブル
型システム AwareTable[Miura 08,三浦 07]を構築してい
る (図 13)．Outpostシステムのオクルージョンの問題や，
匡体外部カメラの設置がしづらい問題を考慮し，テーブ
ル天板に透過調光ガラスを用いて紙ラベルの IDを読み取
る仕組みにより，匡体内部にプロジェクタとカメラを配置
できるようになり，可搬性が高まった．しかし，Outpost

システム，AwareTableともにシステムの匡体が比較的大
きいため，常に会議室に据置きしておき利用することは
できても，別の会議室に気軽に持ち運んで利用するといっ
た手軽な運用はしづらかった．本稿で述べた方式はデジ
タルペンと専用紙およびデジタルペン受信機とパソコン
があれば，よいため移動しやすく，出張先などでも利用
することができる．
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図 13 AwareTable：匡体内部のカメラでラベルを特定し，ラベルの
内容はデジタルペンで取得している．

5·2 デジタルペンを使用した環境

古川らはデジタルペンを用いて，実験結果をまとめる
研究ノートの電子化 [古川 07]をおこなっている．本稿
におけるデジタルペンを用いたラベル位置決めの手法は，
古川らの手法に類似しているが，我々は古川らの手法を
ラベル操作に適用するとともに，KJ法において必要不可
欠なグループ化情報を直感的なジェスチャによって電子
的に付与する方法を追加した．

6. 運 用

これまでにいくつかの KJ法の講習会で，GKJシステ
ムを実際に使用してもらった．運用では主に点メモ花火
図の作成に用いた．また演習ではあらかじめ教材となる
ラベルを印刷しておいた．図 14，図 15は筆者らが所属
する大学院での講習会であり，図 16は同大学院の東京
キャンパスにおける講習会の様子である．本システムを
使用した場合も紙ベースの作業スタイルは踏襲されるた
め，通常の活動における支障は生じなかった．図 14に示
すように指導者はラベルを直接手に持ち，受講者に見え
るように示して説明していた．このような操作は紙ラベ
ルだからこそ可能であり，効果的な提示方法であるとい
える．また本システムを使った場合でも複数の参加者が
対等な立場で，ラベルをいつ，どこに出すかといった操
作を相手の動きを見ながら自然に振る舞えていた．
さらにGKJシステムを用いることで演習直後に作成し

た図解をメール送信や印刷して配布することができ，演
習の余韻を長く感じてもらうことが可能となった．ちな
みに従来の演習でもふりかえりによる教育効果向上のた
め，講師が演習を撮影したビデオ DVD や図解を書き起
こして電子化したデータを受講者に配布していたが，編
集や書き起こしには数日程度かかっていた．

6·1 問 題 点

操作が即座に電子化されることが面白いと好評であっ
たが，特にスキャン操作時の問題がいくつか確認された．

(1) 筆記によるスキャン操作については，A0 サイズ

図 14 演習の様子 1 (石川キャンパス)

図 15 演習の様子 2 (石川キャンパス)

の台紙を構成するために同一パターンの A2サイズ
の台紙を 4枚組み合わせ，スキャン前にどのパート
(右上，右下，左上，左下)でスキャンするかをあら
かじめペンに覚え込ませておく必要があった∗3．そ
のためこの操作を忘れたり，間違えて違う設定のペ
ンでスキャン操作してしまい，現実に合わない結果
が得られるハプニングがあった．
しかしスキャン操作は何度でもやりなおせるため

修正は容易であった．緩和策としてはあらかじめパー
ト設定したペンを 4本用意し，各パートに配置して
おくといった運用上の工夫が考えられる．

(2) 上記のパート分けの問題に関連し，中央や十字境
界線上のラベルを，どのようにスキャンさせればよ
いか戸惑う場面があった．特に点メモ花火では，最
初に中央に目印となるラベルを配置するため，この
仕様による混乱が目立った．

(3) ラベルの配置が近い場合に，どのようにスキャン
したらよいか直感的に把握しづらい場面があった．
本システムでは複数のラベルを 1回のストロークで
スキャンすることが可能であるが，ラベルとラベル
の間が 1cmほど離れていないと，ペンが台紙を認識

∗3 技術的な問題ではなく，予算の都合上ドットパターンを潤沢
に使用できなかったことによる．なおパート指定操作は，台紙
用紙の四隅に置かれたチェックボックスにチェックすることで
行っている．
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図 16 演習の様子 3 (東京キャンパス)

しない場合があった．また，スキャン時の筆圧が弱
いと，ストロークが不必要に分断されてしまうため，
ラベル上にスキャン時の線が表示されてしまうなど
のトラブルがあった．これを解決するには，ペン設
定に「スキャン専用」モードを設けておき，スキャ
ンに失敗しても筆記と認識させないような工夫が必
要であると感じた．なお失敗したときの線は，シス
テム上でクリックして [Del] キーを 2回連続して押
すことにより，個別に削除することは可能である．

(4) (2)とも関連するが，“スキャン操作” にはある程
度の慣れが必要であった．具体的にはペンのカメラ
位置や，読み取り時の特性を理解していないと，ス
キャン操作が早すぎたり遅すぎたりして適切に処理
できない場合があった．この問題の一部についても，
「スキャン専用」モードで緩和可能である．

(5) ごく稀に，正しいスキャン操作を行っても，筆記
とみなされてしまう場合があった．この問題はスキャ
ン方式の制約と，ラベルに使用したパターンに由来
する．ラベル用紙にはA4サイズのシール紙を切り離
して使用しているが，空間配置後のラベルが，切り
離す前のラベルの並びと同じ場合には，連続スキャ
ンが筆記と誤認識される場合があった．

(6) 本システムで使用しているデジタルペンシステム
の都合により，スキャン操作や筆記を行った後，明
示的に台紙上のチェックボックスをタップすること
により筆記送信を行う必要がある．そのためスキャ
ンにかかる手間が 1ステップ増えてしまい，スキャ
ンの操作性が軽減してしまう点が指摘された．この
点についてはペンと受信機の改良で，筆記の随時送
信が可能な技術が開発されているため，近い将来は
解決されると予想される．

7. お わ り に

グループ KJ法演習を支援するための，デジタルペン
を用いた手作業の電子化手法とそのシステム GKJにつ
いて述べた．本システムではスキャンとジェスチャ操作

を KJ法に関連する作業に特化して割り合てたが，スキャ
ンやジェスチャ操作自体は他の分野にも応用可能な手法
である．たとえば子どもがキャラクターを動かしながら
ストーリアニメーションを作成したり，現実世界の “行
き先掲示板” の情報をWebで公開したりといった応用が
考えられる．またラベルの移動と構造化編集であっても，
たとえば同室または遠隔にて行う創造的な会議における
意志疎通の円滑化や効率化に寄与すると考えられる．
本システムは制限はあるものの簡単なペン筆記ができ

れば誰でも使用することができる．そのため，子どもか
らお年寄りまで老若男女問わず参加できるユニバーサル
な知識創造支援環境として発展可能であると考えている．
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